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坂嶺小２　岩松　紺那

坂嶺小２年　体岡　天音

坂嶺小５年　久保　海斗

坂嶺小６年　森　こはる

どっちも勝て！
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　これらの絵は坂嶺小児童らの力作である。
　先月号の表紙を飾る予定であったが、ご存知のと
おり、美沢将選手の超ビッグニュースが飛び込んで
きたため、泣く泣く差し替えたのだ。
　とはいえ、子どもたちが指や服を汚しながら絵の
具をしぼり、指より太いクレヨンで懸命に描いてい
る姿を想像すれば、そのままお蔵入りにすることは
できなかった。
　今月号の表紙が、ちょっぴり時季外れになったこ
とをおゆるしください。

第
44
回
島
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会　
P
２

喜
界
高
校
創
立
60
周
年
記
念
行
事　
P
４

シ
マ
の
話
題
そ
の
１
（（
富
田
勝
己
夕
や
け
コ
ン
サ
ー
ト　

他
）
P
５

中
里
シ
マ
遊
び
・
ソ
ー
メ
ン
ガ
ブ
ー　
P
６

シ
マ
の
話
題
そ
の
２
（
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
D
V
D
完
成
！　

他
）　

P
７

連
載　

フ
リ
ム
ン
徳
さ
ん
ア
メ
リ
カ
通
信　
P
８

シ
マ
の
話
題
そ
の
３
（
喜
界
町
戦
没
者
追
悼
式　

他
）　
P
９

シ
マ
の
話
題
そ
の
４
（
マ
コ
モ
で
地
産
地
消　

他
）　
P

12

美
沢
選
手
が
い
旋
帰
郷　
P

14

喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓　
P

15

島
に
咲
く
花　
P

16

 表紙説明



選手宣誓は赤連・池治体協の岡本新選手（高校男子 12 区）

新型インフルエンザと前日からの雨が心配されたが、
午後 1 時には無事に号砲が鳴った

「みんながんばれー」
沿道での応援も駅伝観戦の楽しみ

今大会注目の三浦大輝選手（赤・池）がトップで
タスキをつなぐ

各中継地点では婦人会らからお茶やスポーツドリ
ンクなどが提供された

沿道の声援がパワーの源

�

第
44
回 

島
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

　

第
44
回
島
内
一
周
駅
伝
は
11
月
22
日
、
役
場
前
を
発
着
点
に
14
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
15
区
間
33
・
17
㎞
で
行
わ
れ
た
。

　

前
半
戦
は
赤
連
・
池
治
が
リ
ー
ド
を
保
っ
た
が
、
後
半
に
入
っ
て
の
10
区
か

ら
は
背
後
で
マ
ー
ク
し
て
い
た
湾
A
が
逆
転
。
11
区
で
赤
連
・
池
治
が
再
逆

転
す
る
も
、
12
、
13
区
で
は
虎
視
眈
々
と
４
連
覇
を
狙
う
上
嘉
鉄
A
が
ト
ッ

プ
を
奪
う
目
ま
ぐ
る
し
い
展
開
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

終
盤
、湾
A
が
意
地
を
見
せ
先
頭
に
躍
り
出
る
が
、赤
連
・
池
治
の
ア
ン
カ
ー

吉
田
悟
選
手
が
区
間
新
記
録
（
区
間
２
位
）
の
力
走
で
前
を
走
る
湾
A
を
差

し
き
り
、
４
年
ぶ
り
の
勝
利
を
た
ぐ
り
寄
せ
た
。

　

な
お
、
B
ク
ラ
ス
優
勝
は
志
戸
桶
、
躍
進
賞
は
昨
年
の
タ
イ
ム
か
ら
５
分
26

秒
も
縮
め
た
坂
嶺
と
な
っ
た
。
ま
た
、
総
合
順
位
は
６
位
で
あ
っ
た
が
、
区
間

１
位
に
４
人
が
輝
い
た
早
町
の
健
闘
も
光
っ
た
。

　赤連 ･ 池治の岩井大樹監督は「序盤は予想どおりの展
開だったが、後半は湾に追い上げられ上嘉鉄にも抜かれ
る苦しいレースだった。最終盤は『八木、吉田両選手は
強い』と託した。信じたとおり真っ先にゴールに飛び込
んだ瞬間は大変感動した」と話した。

赤
連
・
池
治　

４
年
ぶ
り
に
優
勝
旗
を
奪
還
!!

湾
A
と
の
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
を
５
秒
差
で
制
し

４
連
覇
が
期
待
さ
れ
た
上
嘉
鉄
A
は
惜
し
く
も
３
位

〜
B
ク
ラ
ス
優
勝
は
志
戸
桶　
躍
進
賞
は
坂
嶺
〜
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優  勝 赤連池治 ２時間 01 分 29 秒
２位 湾体協A ２時間01分 34秒
３位 上嘉鉄Ａ ２時間02分 28秒
４位 志戸桶 ２時間05分11秒
５位 湾C ２時間05分 49秒
６位 早町 ２時間08分 37秒
７位 荒木Ａ ２時間08分 54秒
８位 坂嶺 ２時間10分 01秒
９位 滝川 ２時間13分 39秒
10位 湾体協B ２時間14分10秒
11位 上嘉鉄Ｂ ２時間16分 45秒
12位 荒木Ｂ ２時間20分14秒
13位 小野津 ２時間20分15秒
14位 阿伝 ２時間31分 32秒

優  勝 志戸桶 ２時間 05 分 11 秒

H11 湾Ｃ １時間56分 42秒
H12 赤連・池治 １時間59分 24秒
H13 上嘉鉄Ａ １時間57分 05秒
H14 上嘉鉄Ａ １時間56分 08秒
H15 赤連・池治 １時間56分 59秒
H16 上嘉鉄Ａ １時間55分 54秒
H17 赤連・池治 １時間55分 30秒
H18 上嘉鉄Ａ １時間58分 52秒※1

H19 上嘉鉄Ａ １時間58分 53秒
H20 上嘉鉄Ａ １時間58分 53秒

湾A ２回
上嘉鉄 ６回
赤連・池治 ７回
早町 ２回
湾C ４回

１区 山　元　ゆなの 4 分 06 秒 湾 C
２区 三　浦　大　輝 9 分 01 秒 赤連池治
３区 西　野　亜　紀 6 分 22 秒 志戸桶
４区 遠　藤　浩　文 6 分 54 秒 赤連池治
５区 岡　本　夢　実 5 分 47 秒 赤連池治
６区 山　根　敦　介 13 分 35 秒 志戸桶
７区 龍　田　優　斗 6 分 22 秒 湾体協 A
８区 岩　崎　　雄 6 分 39 秒 荒木Ａ
９区 米　盛　幸　汰 9 分 22 秒 早町
10 区 黒　田　祥　平 4 分 42 秒 湾体協 A
11 区 富　田　健　太 10 分 45 秒 上嘉鉄Ａ
12 区 岩　切　大　輔 12 分 43 秒 坂嶺
13 区 大　山　仁　美 3 分 29 秒 早町
14 区 中　島　興　児 10 分 06 秒 早町
15 区 松　本　　望 6 分 06 秒 早町

新

新

新

【総合の部】

【B クラスの部】

【Ａクラス】
	 湾体協A、赤連池治、湾C、荒木A、上嘉鉄A
【Ｂクラス】	 	 	 	 	 	 	
	 湾体協B、荒木B、上嘉鉄B、阿伝、早町、志戸桶
	 小野津、坂嶺、滝川

島内一周駅伝競走大会の記録
過去 10 年の優勝チーム

※１、1・2・15区間距離変更のため新記録
平成以降の優勝回数

※赤連・池治は湾Bを含む

【区間賞】

島
内
一
周
駅
伝

競
走
大
会
成
績

15
区

14
区

13
区

12
区

11
区

10
区

９
区

８
区

７
区

６
区

５
区

４
区

３
区

２
区

１
区

第
44
回



郷土の先輩として後輩を激励した大倉氏

自身を磨くことの意義を説く
金井清治さん

話 題シ マ の
その

１

�

喜
高
創
立
60
周
年
記
念
行
事
開
催

〜
O
B
に
よ
る
喜
高
塾
も
〜

「
夢
と
現
実
」
と
題
し
て
本
町
中
里
出
身

大
倉
忠
夫
氏
が
記
念
講
演

　

本
町
の
最
高
学
府
、
鹿
児
島
県
立

喜
界
高
等
学
校
（
藤
𥔎
健
一
郎
校
長
、

生
徒
数
２
１
３
人
）
は
11
月
７
日
、

同
校
体
育
館
で
創
立
60
周
年
記
念
行

事
を
開
催
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
学
校
長
式
辞
の

他
に
喜
久
秀
人
実
行
委
員
長
や
園
田

直
樹
P
T
A
会
長
ら
が
あ
い
さ
つ
、

県
知
事
（
代
読
）
や
加
藤
啓
雄
町
長

ら
の
祝
辞
も
あ
っ
た
。

　

生
徒
代
表
喜
び
の
言
葉
で
は
、
普

通
科
２
年
A
組
の
我
原
太
清
さ
ん

が
「
青
空
教
室
で
始
ま
っ
た
喜
高
は
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
先
輩
方
の
努
力
で

伝
統
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
今
は
あ

い
さ
つ
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
明
る
い

学
校
で
す
。
よ
く
『
島
の
最
高
学
府
』

と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
喜

高
に
対
す
る
愛
情
と
期
待
の
表
れ
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
喜
高
発

展
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
感
謝
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

祝
電
披
露
の
後
、
最
後
に
全
参
加

者
に
よ
る
校
歌
斉
唱
で
式
典
は
終
了

し
た
。

　

式
典
後
は
、
中
里
出
身
で
弁
護
士

の
大
倉
忠
夫
氏
が
「
夢
と
現
実
」
〜

78
歳
の
地
点
か
ら
見
え
る
過
去
と
未

来
〜
と
題
し
、
記
念
講
演
を
し
た
。

　

最
初
に
大
倉
氏
は
、
法
律
家
ら
し

く
喜
高
設
立
時
の
「
町
村
学
校
組
合

立
」
に
つ
い
て
法
律
面
か
ら
説
明
。

ま
た
、
な
ぜ
「
組
合
立
」
と
し
て
出

発
し
た
か
を
「
多
く
の
島
民
は
高
校

設
置
を
熱
望
し
た
が
、
当
時
の
群
島

政
府
議
会
は
島
の
議
員
ば
か
り
で
な

く
議
決
は
難
し
か
っ
た
。
ま
ず
既
成

事
実
と
し
て
高
校
を
設
立
し
た
の
で

は
。
日
本
復
帰
後
は
そ
の
ま
ま
鹿
児

島
県
立
と
な
っ
た
」
と
日
本
復
帰
前

で
あ
っ
た
当
時
の
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
推
察
し
た
。

　

ま
た
、
戦
中
･
戦
後
に
中
学
校
生

活
を
過
ご
し
た
と
い
う
同
氏
は
「
校

舎
が
兵
舎
と
な
り
、
授
業
は
な
く
奉

仕
作
業
ば
か
り
」、
戦
後
は
食
糧
難
に

あ
え
ぐ
中
「
イ
モ
は
も
ち
ろ
ん
、
野

芝
に
生
え
る
コ
ケ
や
ヤ
ソ
（
野
ネ
ズ

ミ
）
な
ど
で
飢
え
を
し
の
ぎ
、
ガ
ジ
ュ

マ
ル
の
下
で
地
面
に
座
っ
て
授
業
を

受
け
た
」
な
ど
と
回
想
し
た
。

　

次
に
、
喜
高
の
前
身
と
も
い
え
る

町
立
実
業
高
校
か
ら
島
を
離
れ
大
島

高
校
へ
入
学
し
、
同
校
寮
の
自
治
会

長
を
し
た
経
験
を
回
想
し
な
が
ら「
幼

少
か
ら
無
口
だ
っ
た
が
、
自
治
会
長

と
し
て
積
極
的
に
な
ら
ね
ば
と
自
己

改
造
を
決
意
し
た
。
本
質
的
に
は
今

も
変
わ
ら
な
い
が
、
必
要
な
時
に
は

発
言
し
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

司
法
試
験
に
も
合
格
で
き
た
」
と
話

し
、
富
士
登
山
に
例
え
て
「
頂
上
よ

り
少
し
手
前
が
一
番
苦
し
い
。
困
難

に
直
面
し
て
も
そ
の
次
に
あ
る
夢
に

向
か
っ
て
頑
張
っ
て
」
と
生
徒
ら
を

励
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
記
念
行
事
の
一

環
と
し
て
「
喜
高
塾
」
が
あ
り
、
金

井
清
治
さ
ん
（
S

31
卒
）、
森
昭

男
さ
ん
（
S

33
卒
）、
三
島
淳
茂
さ

ん
（
S

34
卒
）、
長
田
正
二
郎
さ
ん

（
S

37
卒
）、
金
久
誠
次
さ
ん
（
S

37

卒
）、
榊
治
さ
ん
（
S

42
卒
）
ら
６
人

の
O
B
が
「
後
輩
に
語
り
継
ぎ
た
い

こ
と
」
と
題
し
て
各
ク
ラ
ス
で
講
話

し
た
。

　

講
話
の
要
旨
に
つ
い
て
は
下
記
の

と
お
り
。

三
島
淳
茂
さ
ん
（
F
１
A
）

　

密
造
酒
を
売
っ
て
学
費
を
捻

出
し
た
。
島
に
高
校
が
な
け
れ

ば
進
学
で
き
な
か
っ
た
。
何
事

も
「
習
う
よ
り
慣
れ
る
こ
と
」

が
大
切
で
忍
耐
強
く
反
復
す
る

こ
と
。
東
京
を
始
め
、
よ
い
先

輩
が
大
勢
い
る
の
で
卒
業
後
は

声
を
か
け
て
。

長
田
正
二
郎
さ
ん
（
S
１
A
）

  

当
時
は
灯
油
ラ
ン
プ
で
宅
習
し

て
い
た
。
部
活
動
で
の
頑
張
り

は
こ
れ
か
ら
の
人
生
（
日
常
生

活
、
学
習
、
人
間
関
係
）
に
役

立
つ
。「
素
直
さ
」と「
思
い
や
り
」

を
忘
れ
ず
に
。
資
格
取
得
を
頑

張
っ
て
希
望
す
る
進
路
へ
。

森
昭
男
さ
ん
（
F
２
A
）

  

当
時
の
喜
高
周
辺
は
ア
ダ
ン
の

原
生
林
だ
っ
た
が
生
徒
達
で
伐

採
し
た
。
才
能
は
努
力
の
結
晶

で
あ
り
、
努
力
し
て
損
を
す
る

世
の
中
で
は
な
い
。
人
生
は
未

知
を
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
の
連

続
。
よ
き
師
と
触
れ
あ
い
、
友

を
大
切
に
。

金
井
清
治
さ
ん
（
S
２
A
）

  

島
は
誇
る
べ
き
文
化
と
豊
か

な
心
が
残
る
素
晴
ら
し
い
故
郷
。

勉
学
や
社
会
生
活
で
は
他
人
を

頼
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
の

自
分
を
磨
く
こ
と
が
大
切
。
こ

れ
こ
そ
が
将
来
に
役
立
つ
。

「
為
せ
ば
成
る 

為
さ
ね
ば
成
ら

ぬ
何
事
も 

成
ら
ぬ
は
人
の
為
さ

ぬ
な
り
け
り
」

金
久
誠
次
さ
ん
（
F
３
A
）

  

小
学
校
時
代
は
教
科
書
が
な

く
借
り
て
写
し
た
。
高
校
時
代

は
優
秀
な
同
級
生
に
恵
ま
れ
た
。

と
も
に
助
け
合
い
、
彼
ら
の
お
陰

で
今
の
自
分
が
あ
る
。
大
学
で

は
様
々
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、「
人

を
知
る
」
こ
と
を
学
ん
だ
。
島
出

身
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
!!

榊
治
さ
ん
（
S
３
A
）

　
（
警
察
庁
鑑
識
課
で
の
経
験
を

踏
ま
え
て
）
鑑
識
業
務
も
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
処
理
が
増
え
た
が
、
最

終
的
な
意
志
決
定
や
判
断
は
人

間
以
外
で
き
な
い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
り
職
員
が
減
り
、
知
識

や
技
術
の
伝
承
、
人
材
育
成
が

課
題
。
人
生
で
仕
事
や
人
間
関

係
に
迷
っ
て
も
深
刻
に
な
ら
な

い
こ
と
。「
窮
す
れ
ば
通
ず
」
の

言
葉
ど
お
り
必
ず
活
路
が
開
く
。

夢
は
叶
わ
ず
と
も
、
そ
れ
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

ここに喜高がシャンと立つ !!
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部員らと観衆が一体となって " スイング " した

話 題シ マ の
その

１

やさしく丁寧に教える島崎さん

熱
唱
す
る
富
田
さ
ん

大観衆の前で堂々のステージング

日頃のお世話に感謝を込めて
富田勝己『夕やけコンサート』

  

艶
の
あ
る
歌
声
と
軽
妙
な

ト
ー
ク
に
よ
り
、
奄
美
内
外
で

絶
大
な
人
気
を
誇
る
唄
者
、
富

田
勝
己
さ
ん
は
母
校
志
戸
桶
小

学
校
で
10
月
３
日
、「
日
頃
の

お
世
話
に
感
謝
を
込
め
て
」
と

銘
打
ち
『
夕
や
け
コ
ン
サ
ー
ト
』

を
行
っ
た
。

　

地
元
で
の
初
コ
ン
サ
ー
ト
と

な
る
今
回
、
当
初
は
出
身
集
落

の
佐
手
久
公
民
館
で
の
開
催
を

予
定
し
て
い
た
が
、
余
り

の
反
響
に
、
よ
り
多
く
観

客
を
収
容
で
き
る
志
戸
桶

小
体
育
館
に
変
更
し
た
と

い
う
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
愛
島

盛
蔵
さ
ん
率
い
る
バ
ン
ド

『
ブ
ル
ー
コ
ー
ラ
ル
』
の
伴

奏
を
バ
ッ
ク
に
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲「
が
じ
ゅ
ま
る
」「
蘇

鉄
」
の
他
、
自
ら
作
詞
を
手
掛

け
た
「
喜
界
島
情
話
」
を
初
披

露
。全
12
曲
を「
イ
ノ
チ
カ
ギ
リ
」

に
熱
唱
し
た
。

　

曲
の
合
間
に
は
司
会
進
行
を

務
め
る
実
弟･

英
次
さ
ん
と
の

漫
才
の
よ
う
な
掛
け
合
い
も
あ

り
、
鹿
児
島
か
ら
応
援
に
駆
け

付
け
た
外
内
明
美
さ
ん
（
佐
手

久
出
身
）
や
若
手
唄
者
の
安
田

博
樹
さ
ん
ら
、
多
く
の
仲
間
も

ス
テ
ー
ジ
に
華
を
添
え
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え
て
富
田

さ
ん
は
「
い
つ
も
地
元
の
応
援

に
感
謝
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
故
郷
を
忘
れ
ず
、
期
待
に
添

え
る
よ
う
歌
い
続
け
た
い
」
と

う
る
ん
だ
瞳
を
輝
か
せ
た
。

母子で貝細工にチャレンジ！
喜界町母子寡婦福祉会

　 町 母 子
寡 婦 福 祉
会（進リユ
ウ子会長）
は こ の ほ
ど、母子で
の 貝 細 工
づくり体験
会 を 行 っ
た。
　この体験会は子どもらの祖母も参加し、講
師は以前から貝細工づくりをたしなむ同会会
員の島崎久代さん。
　貝殻に穴をあけての携帯電話ストラップや
キーホルダー作りに、はじめは戸惑っていた
子どもらもすぐにコツをつかみ、さっそく “ お
ばあちゃん ” に教える一幕もあった。
　子どもらは「お母さんと一緒に物を作った
のは初めてでうれしい」などと話し、さらに親
子の絆を深めていたようだった。
　進会長は「わたしたちの会は、ひとりで子
育てするお母さんや、悩みを分かってくれる
子育てが終わった仲間もたくさんいる。まだ
会に入ってない方もいらっしゃるので、ぜひ
気軽に声をかけて欲しい。また、子育て支援
や資格取得の制度もあります」と会への加入
を呼びかけている。

連絡先
　進リユウ子さん　　　役場保健福祉課
　☎ 65- ２０１３　　　☎ 65- １１１１

（内線 35）

　

喜
界
高
校
創
立
60
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
同
校

吹
奏
楽
部
（
顧
問
：
西
村
礼

子
教
諭
）
は
11
月
14
日
、
自

然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で

第
１
回
定
期
演
奏
会
を
開
催

し
た
。

　

演
奏
会
は
３
部
構
成
で
行

わ
れ
、
グ
レ
ン
･
ミ
ラ
ー
楽

団
に
よ
り
世
界
的
に
ヒ
ッ
ト

し
た
定
番
曲
「
イ
ン
･
ザ

･
ム
ー
ド
」
や
ア
ニ
メ
「
崖

の
上
の
ポ
ニ
ョ
」、「
浪
花
節

だ
よ
人
生
は
」
な
ど
の
演
歌

メ
ド
レ
ー
他
、
全
14
曲
が
演

奏
さ
れ
た
。
幅
広
い
年
代
が

一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
の
あ

る
名
曲
た
ち
に
観
客
ら
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
生
徒
ら
も

慣
れ
な
い
＂大
観
衆
＂
を
前

に
力
強
く
演
奏
し
た
。
ま
た
、

観
客
を
「
ご
ま
チ
ー
ム
」「
黒

砂
糖
チ
ー
ム
」
に
分
け
て
の

手
拍
子
な
ど
、
会
場
は
徐
々

に
一
体
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

予
定
さ
れ
た
演
奏
が
終

わ
る
と
観
客
ら
は
す
か
さ
ず

＂
ア
ン
コ
ー
ル
＂を
要
求
。
再

び
現
れ
た
西
村
教
諭
も
指
揮

棒
を
サ
ッ
ク
ス
に
持
ち
替
え
、

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
の
代
表
曲

「
青
春
の
輝
き
」
の
ソ
ロ
パ
ー

ト
を
担
当
し
、
最
後
は
「
島

に
ゆ
か
り
の
あ
る
曲
を
」
と

選
曲
さ
れ
た
「
喜
界
や
よ
い

島
」（
安
田
宝
英
作
曲
）で
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
。

  

西
村
教
諭
は
「
生
徒
達
は

少
数
な
が
ら
懸
命
に
練
習
し

て
い
る
。
今
回
は
第
１
回
と

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
携
わ
っ

て
き
た
先
生
方
や
部
員
達
が

紡
い
で
こ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ

今
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

話
し
た
。

※
ツ
イ
ン
ク
ル
・
マ
リ
ー

　

同
部
の
愛
称
。
ツ
イ
ン
ク

ル
は
「
輝
き
」、
マ
リ
ー
は
シ

マ
ユ
ミ
タ
の
「
女
の
子
」
で

あ
る
。

「
キ
ラ
キ
ラ
色
の
シ
マ
音
女

（
お
と
め
）」（
西
村
教
諭
含
む
）

と
で
も
訳
す
の
だ
ろ
う
か
。

『ツインクル・マリー』たちの輝く演奏が心に届く !!
うれしたのし第１回定期演奏会　〜喜界高校吹奏楽部〜



シマ遊びはマーターテーバーで始まる

オオゴマダラの蝶ネクタイで裁く行司

ソーメンを待ちかまえる顔、顔、顔

夜空舞うソーメンに殺到するチビッコら

�

昼
は
八
月
踊
り
と
奉
納
相
撲

　

島
内
最
後
を
飾
る
中
里
集
落
の

シ
マ
遊
び
は
ウ
ヤ
ン
コ
ー
か
ら
数

え
て
３
日
目
の
11
月
15
日
、
同
集

落
旧
公
民
館
で
あ
っ
た
。

　

主
に
同
集
落
の
若
手
で
構
成
す

る
中
里
ま
り
ろ
う
会
の
副
会
長
、

槇
友
和
さ
ん
に
よ
る
「
午
後
２
時

か
ら
シ
マ
遊
び
を
始
め
ま
す
。
集

落
の
み
な
さ
ん
は
旧
公
民
館
に
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
」
の
集
落
放
送

が
朝
か
ら
鳴
り
響
く
。

　

シ
マ
遊
び
は
「
マ
ー
タ
ー
テ
ー

バ
ー
」
で
始
ま
る
。
最
初
に
年
配

者
ら
を
先
頭
に
、
逆
時
計
回
り
で

土
俵
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、
ゆ
っ

く
り
か
つ
規
則
正
し
い
足
取
り
で

進
ん
で
ゆ
く
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で

踊
り
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
踊
る

場
所
を
祓
い
浄
め
る
儀
式
で
あ
る

と
い
う
。
な
お
、
そ
の
名
称
の
語

意
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
（
以
前

は
上
嘉
鉄
で
も
「
ホ
ー
テ
ー
マ
ー

タ
ー
」
と
い
う
同
様
の
儀
式
が
あ
っ

た
。
酔
っ
て
の
千
鳥
足
を
指
す
ユ
ー

タ
ー
マ
ー
タ
ー
の
語
源
？
）。

　

マ
ー
タ
ー
テ
ー
バ
ー
が
一
巡
す
る

と
八
月
踊
り
が
始
ま
り
、
老
若
男

女
が
一
時
間
ほ
ど
踊
り
続
け
、
踊

り
の
後
に
は
洗
剤
な
ど
の
日
用
品

が
入
っ
た
「
ハ
ナ
」（
褒
美
）
が
配

ら
れ
た
。

　

次
に
奉
納
相
撲
が
あ
り
、
幼

稚
園
生
か
ら
高
校
生
が
土
俵
に
上

が
っ
た
。
以
前
は
青
壮
年
に
よ
る

取
組
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、

今
は
親
子
相
撲
や
兄
弟
相
撲
以
外

で
は
、
あ
ま
り
土
俵
に
登
ら
な
く

な
っ
て
い
る
。
正
木
浩
太
さ
ん
に

よ
る
番
組
編
成
の
好
取
組
や
珍
取

組
、
は
た
ま
た
女
子
が
男
子
を
投

げ
飛
ば
す
シ
ー
ン
に
、
会
場
は
盛

ん
に
拍
手
や
声
援
を
送
っ
て
い
た
。

　

奉
納
相
撲
後
は
、
再
び
八
月
踊

り
。
ひ
と
し
き
り
踊
っ
た
あ
と
に

六
調
で
締
め
、
ソ
ー
メ
ン
ガ
ブ
ー

に
備
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
家
へ
一
旦

戻
っ
た
。　

槇
副
会
長
に
よ
る
「
午

後
７
時
か
ら
ガ
ブ
ー
で
す
。

そ
ろ
そ
ろ
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
」
の
放
送
で
、
再
び

集
落
内
外
の
人
々
が
袋
を

片
手
に
旧
公
民
館
広
場
に

集
ま
り
だ
し
た
。

　

開
始
10
分
前
に
は
、
同

会
会
長
の
植
村
義
彦
さ
ん

か
ら
「
落
ち
た
ソ
ー
メ
ン

を
踏
ん
だ
り
せ
ず
食
べ
物

は
粗
末
に
し
な
い
よ
う
に
。

チ
ビ
ッ
コ
や
お
年
寄
り
に

は
激
し
く
ぶ
つ
か
ら
な
い

よ
う
に
」な
ど
と
＂ガ
ブ
ー

の
心
得
＂
が
放
送
さ
れ
、

５
分
前
、
１
分
前
を
知
ら

せ
る
マ
イ
ク
に
は
歓
声
が

あ
が
り
、
徐
々
に
広
場
の

熱
気
は
上
が
っ
て
い
く
。

　

い
よ
い
よ
「
ソ
ー
メ

ン
ガ
ブ
ー
ま
で
10
秒
前
、

５
・
４
・
３
・
２
・
１
、
ガ

ブ
ー
!!
」
の
号
令
と
同
時

に
、
ま
り
ろ
う
会
の
メ
ン

バ
ー
ら
が
土
俵
上
に
組
ま

れ
た
や
ぐ
ら
や
公
民
館
の

屋
上
か
ら
、
一
斉
に
ソ
ー

メ
ン
を
投
げ
は
じ
め
る
。

　

普
段
は
ソ
ー
メ
ン
な
ど
見
向
き

も
し
な
い
飽
食
の
時
代
に
育
っ
た

子
ど
も
ら
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は

走
り
回
り
、
あ
ち
こ
ち
で
「
こ
っ
ち

に
投
げ
て
」と
声
が
あ
が
る
。
ま
た
、

六
調
を
踊
っ
て
気
を
引
い
た
り
、

ソ
ー
メ
ン
を
引
っ
張
り
合
う
な
ど
、

激
し
く
楽
し
い
争
奪
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
無
礼
講
で
あ

り
、
い
っ
た
ん
手
に
し
た
ソ
ー
メ
ン

を
奪
わ
れ
て
も
文
句
は
言
え
な
い
。

以
前
は
夜
遅
く
ま
で
場
外
乱
闘
が

続
け
ら
れ
、
家
で
ゆ
で
て
い
る
途

中
を
釜
ご
と
、
あ
る
い
は
皿
に
盛

ら
れ
た
ソ
ー
メ
ン
も
奪
わ
れ
て
い

た
と
い
う
（
釜
や
皿
は
翌
朝
に
返

す
約
束
）。
さ
ら
に「
ア
ト
ー
ラ
ワ
ッ

タ
イ
ジ
カ
モ
ー
ヤ
（
あ
と
で
一
緒

に
食
べ
よ
う
）」
と
共
同
戦
線
を
持

ち
か
け
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
戦
利
品

を
持
ち
逃
げ
さ
れ
た
り
と
い
っ

た
＂
知
恵
比
べ
＂
と
＂
騙
し
合
い
＂

も
ソ
ー
メ
ン
ガ
ブ
ー
の
醍
醐
味
で

あ
っ
た
。

　

今
も
騙
し
の
名
人
は
残
っ
て
い

る
。「
親
戚
が
ウ
ヤ
ン
コ
ー
で
帰
っ

て
き
て
ガ
ブ
ー
に
来
れ
な
い
か
ら

５
袋
ち
ょ
う
だ
い
」
と
開
始
前
に

持
ち
帰
り
、
ち
ゃ
っ
か
り
ガ
ブ
ー

に
も
現
れ
る
。
頼
ま
れ
た
メ
ン
バ
ー

も
「
嘘
と
分
か
っ
て
い
る
が
」
つ
い

騙
さ
れ
る
と
い
う
。

　

約
８
０
０
袋
の
ソ
ー
メ
ン
は
30

分
で
投
げ
終
わ
っ
た
。
人
々
は
大

漁
の
戦
利
品
を
隠
す
よ
う
に
持
ち

帰
り
、「
そ
の
夜
に
食
べ
れ
ば
無
病

息
災
が
約
束
さ
れ
る
」
と
ば
か
り

に
、
ソ
ー
メ
ン
を
サ
カ
ナ
に
遅
く

ま
で
語
り
明
か
し
た
。

マーターテーバーで場を浄め八月踊りと奉納相撲

夜には百有余年の伝統を誇る奇祭ソーメンガブー

いよいよソーメンガブー　夜空舞う“縁起物”を争奪

　

マ
ス
コ
ミ
に
も
度
々
取
り
上
げ
ら

れ
、
本
町
の
無
形
文
化
財
と
い
え
る

ソ
ー
メ
ン
ガ
ブ
ー
。
そ
の
名
前
の
語

意
や
由
来
に
不
明
な
点
も
多
い
た
め
、

古
い
文
献
や
聞
き
と
り
調
査
な
ど
か

ら
の
推
察
も
交
え
、
別
の
機
会
に
こ

の
紙
面
上
で
紹
介
し
ま
す
。

中里シマ遊び中里シマ遊び
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話 題シ マ の
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発売 : きばろう会 ☎ 65-0020（栄）定価 1,500 円 
町内各商店や大成無線でも販売

早小の児童らも参加した

一連の生態が詳細に記録されている

ふ化してすぐ卵の殻を食べる幼虫

影絵人形劇『白いりゅう
黒いりゅう』の一コマ

松
平
浩
久
さ
ん
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
の
生
態
に
迫
る
!!

記
録
D
V
D
を
「
き
ば
ろ
う
会
」
が
町
内
各
学
校
に
寄
贈

　

喜
界
島
を
生
息
の
北
限
と
す
る
日

本
最
大
級
の
チ
ョ
ウ
、
オ
オ
ゴ
マ
ダ

ラ
の
交
尾
か
ら
羽
化
ま
で
を
記
録
し

た
D
V
D
『
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
蝶
観
察

ア
ル
バ
ム
』
を
こ
の
ほ
ど
、
松
平
浩

久
さ
ん
（
伊
砂
）
が
制
作
し
た
。

　

本
町
で
は
、
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
の
希

少
性
と
「
南
海
の
貴
婦
人
」
と
も
呼

ば
れ
る
美
し
さ
か
ら
、
当
時
と
し
て

は
全
国
的
に
珍
し
い
町
単
位
で
の
保

護
条
例
を
、
食
草
で
あ
る
ホ
ウ
ラ
イ

カ
ガ
ミ
と
と
も
に
平
成
元
年
、
制
定

し
て
い
る
。

　

撮
影
内
容
は
、
チ
ョ
ウ
に
詳
し
く

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
も
務
め
る
濵

川
孝
久
さ
ん
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
池

田
由
布
子
さ
ん
（
佐
手
久
）
を
調
査

担
当
と
し
て
、
交
尾
か
ら
産
卵
、
ふ

化
、
幼
虫
の
脱
皮
、
サ
ナ
ギ
へ
の
変

態
、
そ
し
て
羽
化
ま
で
の
流
れ
を
、

福
原
京
子
さ
ん
（
荒
木
）
の
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
挟
み
な
が
ら
、
30
分
に
編

集
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

  
撮
影
中
、
松
平
さ
ん
は
「
卵
の
頭

頂
部
が
ピ
ン
ク
色
か
ら
紫
色
を
経

て
黒
く
な
る
と
ふ
化
す
る
。
灰
色

に
な
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
寄
生
し

た
ハ
エ
ら
し
き
虫
が
多
数
出
て
く

る
」「
幼
虫
の
脱
皮
は
４
回
」「
脱

皮
後
の
幼
虫
は
頭
部
以
外
の
抜
け

殻
を
食
べ
る
」
な
ど
の
発
見
を
し

た
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
な

か
っ
た
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
の
生
態
に
詳

細
に
迫
り
、
か
つ
精
細
な
映
像
に
記

録
し
た
こ
と
で
、
学
術
的
に
も
貴
重

な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
映
像
は
当
初
、
N
H
K
の

番
組
用
に
撮
影
さ
れ
た
が
、
き
ば
ろ

う
会
（
政
井
平
進
会
長
）
メ
ン
バ
ー

ら
の
目
に
留
ま
り
、
そ
の
完
成
度
の

高
さ
か
ら
「
広
く
一
般
の
方
々
に
紹

介
し
よ
う
」
と
同
会
が
販
売
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
収
益

金
を
利
用
し
て
町
内
の
全
小
中
学
校

や
高
校
に
寄
贈
し
た
。
政
井
会
長
は

「
こ
の
D
V
D
を
活

用
し
、
自
然
や
生

命
に
関
心
を
持
ち
、

い
っ
そ
う
学
習
に

取
り
組
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」

と
話
し
た
。

　
「
い
つ
動
き
が
あ

る
か
分
か
ら
な
い

生
き
物
相
手
で
、

撮
影
の
３
ヵ
月
間

は
何
回
も
夜
な
べ

し
た
」
と
い
う
松
平
さ
ん
は
「
い
つ

に
な
る
か
分
か
ら
な
い
が
ア
サ
ギ
マ

ダ
ラ
も
撮
影
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　早町小学校は、本格的
な舞台芸術を鑑賞するこ
とにより、子どもたちの
芸術を愛する心や豊かな
情操を養うことを目的に
10 月９日、同校体育館で

「劇団みんわ座」による影
絵人形劇を開催した。今

回は他校児童らも鑑賞した。
　今回、劇団みんわ座が上演したのは、厚労省から
児童福祉文化財に指定されている同劇団の創作劇『飛
べないホタル』と『白いりゅう黒いりゅう』の２本の
影絵人形劇。いづれも勇気 ･ 団結 ･ 知恵 ･ 理想など
をテーマに描かれた作品で、児童らは普段触れる機
会のない幻想的な影絵劇に、魅入られたように引き込
まれていた。

本物の舞台芸術を体験
〜影絵人形劇を鑑賞〜
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喜界島 小野津

上
う え そ の だ

園田 徳
とくいち

市

�

「彼女が欲しかったニキビで
ハダシのフリムン高校生」

　エチオピアのアベベ選手が素足でオリンピックマ
ラソンに優勝して、一躍有名になったその年か、翌
年だったと思う。大阪で夜間高校生が素足で走り、
マラソンで2位になって有名になった。でもその直後
に急性腎臓炎で入院させられた。
　実はその本人が私、フリムン徳さんである。フリ
ムンとは鹿児島県喜界島の方言で、*後先を考えない
で行動する人。*よく失敗する人。*かわいらしいア
ホ。*あわてもの。*アホな事をする人である。その
当時、私は夜間高校３年生で、昼間は大阪中ノ島に
ある広告会社の電通大阪支社に働いていた。彼女が
欲しくてもなかなか彼女ができないで悩んでいた。
その原因は自分の男前よりもニキビが原因だと真剣
に考えていた。顔中だけじゃなく背中にまで、ニキ
ビができて悩まされていた。
　電通では毎年、武庫川で大運動会があった。も
う45年くらい前のことだからはっきり覚えていな
い。でも、素足で走り、アスファルトの熱さで足に
火傷しそうになったのを覚えているから夏頃に違い
ない。当時は今と違ってマラソンはあまり人気のあ
るスポーツではなかったが、その頃の電通の運動会
の花形はマラソンだった。そのマラソンに優勝した
ら、社内報である『電通報』の第1面にでかでかと
載る。それは私の心を揺さぶった。もし優勝をした
ら、彼女がいくらでもできると思っていた。
　彼女ができない原因はにきび、そのにきびの悩み
を打ち消すにはマラソンで優勝するのが一番やと考
えた。私は彼女を得るために、マラソンで優勝する
ために、運動会の６ヶ月前から計画を実行した。私
の通っていた夜間高校、大阪府立市岡高等学校は大
阪市港区にあった。電通のある中ノ島から港車庫前
行きの市電に乗り、市岡元町で降りると、そこが市
岡高校だった。その頃は大阪市内のほとんどに市電
のレールが敷かれていて、市電は一番の通勤手段だ
った。私が茶色の服が好きだったから、茶色の市電

を今でも覚えている。
　この茶色の市電が、私のマラソンの稽古の
相棒になった。夜９時に授業を終えると、学
校のある市岡元町からアパートがある大正区
南恩加島町まで市電の後を追って走り、そこ
で少し休んでから、再び終点の鶴町まで市電
の後を追って走った。まだ街灯も少ない頃だ
ったから、暗くて人目につく心配なく、市電
の後を追ってマラソンの稽古に励んだ。夜中
の１時頃まで走ることもあった。ただ、マラ
ソンで優勝して彼女を作るため、ひたすら走
った。
　マラソンの稽古をしてからアパートに帰っ
て一番初めに欲しいのは冷たい水であった。

その当時、今ほどにはコーラやスプライトというも
のがなかった。ラムネと三ツ矢サイダーは覚えてい
る。私はいっぱいの水に砂糖を混ぜて飲んでいた。
あのマラソンの稽古後の砂糖水は、コーラやスプラ
イトの何倍もおいしかったのだ。
　このフリムンの私は、マラソンの稽古をして砂糖
水を飲むことを運動会まで６ヶ月間毎日続けた。６
ヶ月間、毎晩毎晩、よう頑張ったと自分でも信じら
れんほどだった。“彼女を手に入れるにはどんな苦し
いことでも乗り越えなければならない”これが彼女
のできない一夜間高校生の、石よりも固い決意だっ
た。
　マラソンの日、私は策を練った。一躍有名になっ
たアベベ選手のまねをして、素足で走ることにし
た。喜界島での小さい頃は靴もなかったから、ほと
んど素足で生活していた。だから素足には自信があ
るつもりだった。ところがこれが大失敗であり、大
成功でもあった。天気のいい日であったから、アス
ファルトのマラソンコースの道は焼け付いて、足を
地に着くことができないほどの熱さだった。その熱
さにも「このマラソンで優勝すれば彼女ができるん
だ」と心に強く言い聞かせながらコースを走り続け
た。結果は、第２位に入賞した。その月の電通報に
は“無名の新人 上園田徳市 素足で２位に入賞”とで
かでかと載った。私はひそかに「これで彼女ができ
る」と喜んだ。
　今思うに、新人の私が２位に入賞したのは６ヶ月
間の熱心な稽古もあったが、熱いアスファルトに素
足がつけられなくて、少しでも火傷をしないよう
に、アスファルトから足を上げるのが速かったから
だと思う。
　ところが何日たっても彼女はできなかった。私の
賭けは見事に外れた。激しい運動の後、砂糖水を６
ヶ月間も飲み続けたので、彼女の代わりに急性腎臓
炎という病気をもらって即入院させられた。
　やはり私は若い頃から、フリムンだったようで
す。

ア メ リ カ 便 り

「広報きかい」版 
フリムン徳さんの

Ｖｏｌ . ９

★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
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献花する遺族ら

「簡単そうでムズかしい」　輪投げ競争

肌寒いなか奮闘する喜界チーム

▲屋内消火栓の部

消火器の部

▲

話 題シ マ の
その

３

・  

第
37
回
北
大
島
高
齢
者　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

他
に
も
本
町
開
催
の
各
種
大
島
地
区
大
会
は
目
白
押
し

　町は戦没者追悼式を 11 月 10 日、自然休養村管理セン
ターで開催した。
　最初に、出席者全員で拝礼した後、加藤啓雄町長は「私
たちは戦没者各位のご加護で平和で安心して暮らせていま
す。悲惨な戦争体験を風化させることなく、島の平和と発
展に尽くすことを誓います」と式辞を述べた。
　次に追悼の言葉を、中島智一町議会議長や築園清光町
遺族会会長、福本泰久自衛隊喜界島通信所長らが述べた。
　長岡茂治さんの
詩吟献詠の後、出
席者らにより菊の
花が献花され、再
び 御 霊 への拝 礼
があり、会は終了
した。

戦没者の御霊に追悼の誠を捧げる
〜喜界町戦没者追悼式

　奄美群島の知
的障害児・者らの
運動会、第 18 回
大島地区ゆうあい
スポーツ大 会が
11 月 ８ 日、 北・
南大島地区手を
つなぐ育 成 会の
共催で、町グラウ

ンドであった。
　この大会は、知的障害児・者らの自立や社会参加を目
的として、また地域との交流の場として開催されている。
今年は新型インフルエンザの影響で、２施設が出場を見
送ったが、本町のはまゆり学園を始め６施設が参加した。
　競技は重野美昭選手の宣誓で幕を開け、選手らは 100
ｍ走や綱引き、輪投げなどを、運営者やボランティアスタッ
フらとともに、ポカポカ陽気とも相まって、楽しく元気に
汗を流した。最後は全員参加での総踊りがあった。
　競技に各施設対抗の順位付けはないが、成績上位者は
県大会への出場資格を得た。

仲良く元気にハツラツプレー !!
大島地区ゆうあいスポーツ大会

  

10
月
29
日
、
喜
界
町
を
始
め
、

奄
美
市
、
大
和
村
、
瀬
戸
内

町
が
参
加
し
、
町
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
な
お
、
龍

郷
町
と
宇
検
村
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
参
加
を

見
合
わ
せ
た
。

　

２
チ
ー
ム
出
場
し
た
喜
界

町
は
、
A
チ
ー
ム
が
２
位
に

入
っ
た
。

・
第
19
回
大
島
地
区
障
害
者

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

11
月
19
日
、
龍
郷
町
、
大

和
村
、
伊
仙
町
を
除
く
地
区

内
の
市
町
村
が
参
加
し
て
、
町

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
た
。

わ
た
し
た
ち
で
職
場
や
自
宅
の
火
事
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す

〜
第
７
回
自
衛
消
防
大
会
〜

　

消
火
活
動
の
技
術
と
防
火
思
想

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
第
７
回

自
衛
消
防
大
会
が
11
月
５
日
、
町

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
た
。

　

競
技
の
前
に
大
島
地
区
消
防
組

合
喜
界
分
署
の
川
畑
英
二
分
署
長

は
「
こ
の
大
会
は
各
事
業
所
の
消

火
設
備
を
有
効
に
活
用
し
、
よ
り

効
果
的
な
初
期
消
火
技
術
を
体
得

す
る
場
で
す
。
安
全
に
は
充
分
注

意
し
て
競
技
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

今
回
は
、
消
火
器
の
部
に
33
人
、

屋
内
消
火
栓
の
部
に
10
事
業
所
が

参
加
し
、初
期
消
火
の
技
術
を
競
っ

た
。

　

喜
界
第
一
ホ
テ
ル
か
ら
参
加
し

た
永
井
昭
一
さ
ん
（
中
熊
）
は
「
職

業
柄
、
普
段
か
ら
消
火
訓
練
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
他
の
事

業
所
の
実
技
も
参
考
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
機
に
、
よ
り
正
確
で
迅
速

な
消
火
技
術
の
向
上
に
努
め
た
い
」

と
話
し
た
。

競
技
成
績

消
火
器
の
部
（
男
子
）

優　

勝　

横
山
健
太
（
有
村
商
事
）

消
火
器
の
部
（
女
子
）

優　

勝　

竹
田
朋
美
（
徳
洲
会
）

屋
内
消
火
栓
の
部

優　

勝　

老
人
ホ
ー
ム
喜
界
園

特
別
賞　

徳
洲
会
女
子
チ
ー
ム

　

ま
た
、
当
日
夜
に
は
自
然
休
養

村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
、
選
手
ら
が
演

ず
る
芸
能
大
会
も
あ
っ
た
。
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コミュニティースポーツクラブ
とは？（総合型地域スポーツクラブ）

　コミュニティースポーツクラブとは、①だれでも、②いつでも、③どこでも、④いつまでもスポー
ツを楽しむことができ、地域の日常的なスポーツ活動の場として、子どもから大人まで、また高齢
者や障害者を含め全ての人々が参加でき、地域の住民自らが主体となって運営する新しい型のス
ポーツクラブです。

①だれでも

②いつでも　③どこでも

④いつまでも

クラブの対象者は、幼児・成人・高齢者・男女・障害の有無を問わず全ての方が対象です。

このクラブでは、多種目のスポーツを曜日・施設の空き状況などに応じて
（例えば、クラブ主催のスポーツ教室を、毎週火曜日の午後７時から、●●小学校の体育館で
バドミントンを、水曜日は、■■中学校の体育館で、バレーボールを、木曜日は、▲▲小学校
の体育館で卓球を行う場合、クラブ会員は、自分の好きなスポーツを選んで楽しむことができ
ます。）

クラブ会員に年齢の制限はありません。

〜クラブ設立に向けての取り組みについて〜
　現在、喜界町では、コミュニティスポーツクラブ設立に向けて、設立準備委員会を立ち上げ、ど
のようなクラブにするかの話し合いを行っています。

設立準備委員会のメンバーは・・・
　・基盤組織（サッカースポーツ少年団）指導者（２名）、
　・町体育協会理事長、副理事、
　・町体育指導委員会会長、副会長、
　・教育委員会生涯学習課職員（４名）で構成されています。

　基盤となる組織はサッカースポーツ少年団ですが、種目はサッカーだけではなく、また、スポー
ツの苦手な方でも気軽に参加できるように、町民のニーズにあったスポーツ種目を行っていく予定
です。

　喜界町総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会では、新しいクラブの名称を募
集しております。喜界町民に親しみ、愛される名称を皆さんで考えてみてはいかがで
しょうか？ 
　応募される方は、応募用紙（教育委員会生涯学習課にあります）に記入の上、平成
22 年２月 26 日（金）までに教育委員会生涯学習課に提出して下さい。

クラブ名称募集！！
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レッドリボンはエイズに関する
理解と支援のシンボルマークです。

す こ や か n e w s
12
月
１
日
は

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す
。

　

エ
イ
ズ
と
は
英
語
の
●
後
天

性　

●
免
疫
●
不
全
●
症
候
群

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
V
（
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
）
に
感
染
す

る
こ
と
で
お
こ
る
病
気
で
す
。

Ｈ
Ｉ
V
に
感
染
し
て
い
か
ら
エ

イ
ズ
を
発
症
す
る
ま
で
は
数
年

か
ら
10
年
以
上
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
病
気
が
進
行
す
る
と
、

普
段
な
ら
自
分
の
力
で
抑
え
る

事
の
で
き
る
病
気
を
発
症
す
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
V
は
こ
う
し
て
う
つ
り
ま
す
。

①
性
行
為
に
よ
る
感
染

　

性
行
為
に
よ
る
感
染
が
最
も

多
い
感
染
経
路
で
す
。

②
血
液
を
介
し
て
の
感
染

　

輸
血
（
現
在
日
本
で
は
厳
重

な
検
査
を
行
な
っ
て
お
り
ほ
ぼ

安
全
で
す
。）
や
、
覚
せ
い
剤
な

ど
の
薬
物
の
「
回
し
う
ち
」
に

よ
る
注
射
器
具
の
共
用
な
ど
に

よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。

③
お
母
さ
ん
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
へ

　

母
親
が
Ｈ
Ｉ
V
に
感
染
し

て
い
る
場
合
妊
娠
中
や
出
産
時
に
赤

ち
ゃ
ん
に
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
お
母
さ
ん
が
治
療
薬

を
飲
む
こ
と
で
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
感
染

を
２
％
以
下
に
抑
え
る
事
が
出
来
ま

す
。

こ
ん
な
こ
と
で
は
う
つ
り
ま
せ
ん
。

　

感
染
し
た
人
を
刺
し
た
蚊
に
さ
さ

れ
る
、
ト
イ
レ
の
共
用
、
食
べ
物
、

飲
み
物
、
食
器
の
共
用
な
ど

検
査
に
つ
い
て

【
受
け
ら
れ
る
場
所
】

　

保
健
所
・
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

検
査
目
的
で
献
血
を
受
け
る
の
は

絶
対
に
避
け
て
下
さ
い
!!

【
検
査
の
タ
イ
ミ
ン
グ
】

　

感
染
の
機
会
か
ら
３
か
月
以
上
た

た
な
い
と
確
実
な
結
果
が
出
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
前
で
あ
っ
て
も
相

談
や
検
査
を
受
け
る
こ
と
は
可
能
で

す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

●
費
用
助
成
に
つ
い
て

　

喜
界
町
で
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は

①
優
先
接
種
対
象
者
の
う
ち
生
活
保

護
世
帯
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
と
②
１
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
全
員
で
す
。
助
成
を
希
望

す
る
方
は
助
成
券
の
申
請
が
必
要
で

す
。
手
続
き
は
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
接

種
に
つ
い
て

　

１
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
に
つ
い
て
は
、
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
な
い
ま
す
。

予
約
・
相
談
は
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

（
☎
65
─
３
５
２
２
）
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

※ 

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
万
能
の
予
防
策

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
に

こ
ま
め
な
手
洗
い
・
う
が
い
、
体

調
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）
Ⅱ
〜
Ⅳ
期

小
学
６
年
生
の
二
種
混
合
の
予
防
接

種
に
つ
い
て

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
し
て
は
皆
さ
ん
非
常
に
関

心
が
高
い
よ
う
で
す
が
、
感
染
す
る

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
上
に
怖
い
の

が
、
破
傷
風
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
麻
し

ん
、
風
し
ん
で
す
。
皆
さ
ん
定
期
予

防
接
種
と
し
て
無
料
で
受
け
ら
れ
る

期
間
が
、
あ
と
わ
ず
か
で
す
。
体
調

の
良
い
と
き
に
早
め
に
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

特定健診やガン検診等で精密検査が必要という結果で、紹
介状をもらった方！　精密検査はお済みですか？　心配の種
は、新しい年に持ち越さず、早めに受診しましょう！！！



　

町
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
ほ

ど
、
献
立
に
マ
コ
モ
（
真
菰
）
を

食
材
に
使
用
し
た
。

　

マ
コ
モ
は
、
東
ア
ジ
ア
や
東
南

ア
ジ
ア
が
原
産
の
イ
ネ
科
の
多
年

草
で
、
日
本
各
地
の
湖
沼
や
河
川

の
水
辺
な
ど
で
見
ら
れ
る
。
黒
穂

菌
の
影
響
で
肥
大
し
た
新
芽
を
食

用
と
し
、島
で
も
タ
イ
ワ
ン
（
台
湾
）

ダ
ー
ナ
ー
と
呼
ば
れ
、
戦
前
か
ら

戦
後
に
か
け
て
栽
培
さ
れ
て
い
た

（
ダ
ー
ナ
ー
と
は
分
け
つ
し
た
サ
ト

ウ
キ
ビ
の
若
芽
）。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
住
吉
香
絵
栄
養

士
は
マ
コ
モ
の
特
徴
を
「
タ
ケ
ノ
コ

と
ア
ス
パ
ラ
の
中
間
の
よ
う
な
食

感
で
、
ほ
ん
の
り
甘
く
、
ク
セ
が

な
い
」と
説
明
し
、今
回
の
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
は
「
野
菜
炒
め
や
チ
ン
チ
ャ

ン
ジ
ュ
ー
リ
（
豚
肉
や
拍
子
木
切

り
に
し
た
ダ
イ
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
な

ど
と
一
緒
に
、
醤
油
で
甘
辛
く
炒

め
た
シ
マ
の
郷
土
料
理
）
と
し
て

利
用
し
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

　

今
回
、
マ
コ
モ
を
提
供
し
た
の

は
澄
田
勝
敏
さ
ん
（
先
山
）。

　

澄
田
さ
ん
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
田

芋
を
栽
培
す
る
か
た
わ
ら
、
10
年

ほ
ど
前
か
ら
マ
コ
モ
も
栽
培
し
て

お
り
、「
以
前
は
仲
間
が
い
た
が
今

は
ひ
と
り
」
と
い
う
島
で
唯
一
の
マ

コ
モ
農
家
。

　

数
年
前
に
奄
美
大
島
か
ら
５
本

の
苗
を
入
手
、
う
ち
４
本
が
活
着

し
た
と
い
う
。
翌
年
か
ら
販
売
を

始
め
、
当
初
は
年
配
者
の
み
が
昔

を
懐
か
し
が
っ
て
買
い
求
め
て
い

た
が
、
今
で
は
島
内
の
各
ス
ー
パ
ー

に
並
べ
ば
、
決
し
て
安
価
で
は
な

い
も
の
の
、
す
ぐ
に
売
り
切
れ
る

ほ
ど
の
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　

澄
田
さ
ん
は
、
施
肥
や
伸
長
の

状
況
、
気
温
な
ど
の
栽
培
記
録
を

日
々
詳
細
に
記
録
し
て
お
り
「
島

で
マ
コ
モ
が
定
着
す
る
た
め
に
仲

間
が
増
え
れ
ば
。
そ
の
た
め
に
栽

培
を
記
録
し
て
い
る
」
と
話
す
が
、

「
水
田
ほ
ど
は
水
を
使
わ
な
い
が
、

畑
の
近
く
に
水
源
が
必
要
」
と
の

こ
と
で
、「
誰
で
も
」
と
は
な
ら
な

い
こ
と
が
難
点
と
い
う
。

　

今
年
は
時
期
が
過
ぎ
た
が
「
ト

ン
ビ
が
飛
来
す
る
頃
に
収
穫
が
始

ま
り
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
渡
っ
て

来
た
ら
最
盛
期
を
迎
え
る
」（
澄
田

さ
ん
）
と
い
う
マ
コ
モ
。
ま
だ
食
し

て
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
来
年
ト
ラ
イ

し
て
み
て
は
。

パンチとキックでは打ち勝った岩下選手

シャキシャキした歯ごたえのマコモ

栽培記録でデータを蓄積

話 題シ マ の
その

４

1�

“喜界ヶ島の鬼”岩下雅大選手
格上の暴君竜を追いつめる

タ
ケ
ノ
コ
？
ア
ス
パ
ラ
？

マ
コ
モ
で
給
食
“地
産
地
消

”

　 シ ュ ー ト ボ ク シ ン グ『 武 志 道
-bushido- 其の伍』が 11 月 18 日、東京・
後楽園ホールであり、ヘビー級契約試
合に本町坂嶺出身の岩下雅大選手（25）
が出場した。
　「喜界島の鬼」「鬼出電入のローキッ
ク」と書かれた垂れ幕に描かれた巨大
な般若（はんにゃ）が、７ヶ月ぶりに
帰ってきた殿堂でにらみをきかせる。今
回の対戦相手は暴君竜の異名を取るア
レックス・ロバーツ。今までも強豪と拳
を交えてきた岩下選手だが、Ｋ - １にも
出場した国内ではトップクラスの実力を
持つ怪物と相まみえた。
　１Ｒ開始から１分、首相撲からの首
投げでダウンを取られるが、必死の形
相でカウント７で立ち上がる。あまりダ
メージは残っていない。一歩も下がら
ずローキック、左右のフックでコーナー
に追い込む。が、首相撲からのバック
ドロップで後方に投げられ、シュートポ
イントを失う。
　２Ｒ、パンチの連打で前進するが、
体格で劣る岩下選手は、首相撲でこと
ごとく劣勢になる。今度は首固めをがっ
ちり決められ、キャッチポイントを取ら

れる。しかしダメージを感
じさせない岩下選手は、渾
身の左右のフックを連打し
てコーナーに追いつめる。
　３Ｒ、フック、ストレート、
ローキック、ひざ蹴り。ゴ
ングが鳴る最後の最後まで、強気で攻め抜いた。キックボクシングでは完
全に打ち勝っていたものの首相撲で組み負け、３- ０の判定で敗れた。
　竜退治はかなわなかったが、勝ちに等しい内容の濃いものとなった。
　シーザー武志会長からは「よくやった。今日一番の試合だった」との評価。
　岩下選手は試合後に「相手はデカかったが、思ったよりプレッシャーを
感じなかった。やらなかったら、やられる。格上の相手だったので、腹を
くくって戦った」
　今までとは違うすがすがしい笑顔が、一皮むけた格闘家の喜びを物語っ
ていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記事 : 高橋伸弥）

シュートボクシング
　元キックボクシング王
者のシーザー武志氏が創
設。
　キックボクシングの
ルールに加え、立った状
態での関節技や投げ技が
認められる立ち技の総合
格闘技。
　有効な技にはポイント
が与えられ、勝負の判定
はクリアである。
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暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

喜
界
町
で
は
、
現
在
、
独
自
で

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
作
成
し

て
お
り
ま
す
が
、
平
成
22
年
４
月

１
日
よ
り
業
者
に
委
託
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

手
続
き
は
今
ま
で
ど
お
り
、
住

民
課
の
窓
口
で
取
扱
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
回
の
取
扱
い
変
更
に
よ
り
、

い
ま
ま
で
そ
の
日
の
う
ち
に
、
住

基
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

カ
ー
ド
の
申
請
後
、
約
２
〜
４
週

間
の
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
必

要
な
方
は
早
め
に
手
続
き
を
行
っ

て
下
さ
い
。

住基カード Ｑ & Ａ
問１　住基カードってなぁに？　
答　　	　写真付き住基カードは、金融機関等で公的な身分証明書としてご利用できます。
問２　「住基カード」は、どうすればもらえるの？
答　 　 　お住まいの市区町村の窓口で、申請ください。その際 , 印鑑と本人確認（免許

証など）と手数料が必要となります。
問３　個人情報はしっかり守られるの？
答　 　 　個人情報を暗号化して記録する、ＩＣカードを採用しております。

※詳しくは、喜界町役場住民課　☎６５−１１１１（内線３１）までお電話下さい。

山
羊
の
自
家
用
と
さ
つ
を

行
う
皆
さ
ま
へ

● 

届
出
は
、
と
さ
つ
を
行
お
う
と
す

る
一
週
間
前
水
曜
日
の
午
後
４
時

ま
で
に
、
住
民
課
窓
口
へ
お
越
し

下
さ
い
！

● 

山
羊
の
自
家
用
と
さ
つ
は
、
町
営

自
家
用
と
さ
つ
場
で
行
い
、
自
宅

や
海
岸
等
で
は
行
わ
な
い
こ
と
！

《
と
畜
場
法
の
抜
粋
》

　
何
人
も
、
と
畜
場
以
外
の
場
所

に
お
い
て
食
用
に
供
す
る
目
的
で

獣
畜
を
と
さ
つ
、
解
体
し
て
は
な

ら
な
い
。

（
例
外
措
置
）

　
食
肉
販
売
業
な
ど
食
肉
を
取

り
扱
う
営
業
者
以
外
で
、
自
己
及

び
そ
の
同
居
者
の
食
用
に
供
す

る
目
的
で
、
獣
畜
（
生
後
１
年
以

上
の
牛
・
馬
を
除
く
）
を
と
さ
つ

す
る
場
合
、
自
家
用
と
さ
つ
が
で

き
る
。

（
罰
則
規
定
）

 

三
年
以
下
の
懲
役
又
は

三
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
と
畜
場

以
外
の
場
所
で
、
食
用
に
供
す
る

目
的
で
獣
畜
を
と
さ
つ
・
解
体
し

た
場
合

お　詫　び
子育て応援特別手当（平成 21 年度版）の執行停止について

　子育て応援特別手当について、その趣旨を活かしつつ、より充実した新しい「子ども手当」の創設など、子育て支

援策を強力に推進するため、執行を停止させていただくことといたしました。小学校就学前３年に属するお子さんを

お持ちの支給対象者の方々には、大変なご迷惑をおかけすることを心よりお詫び申し上げます。

　今後とも、安心して子どもを産み、育てられる社会の構築に向けて、より一層の努力を続ける所存でございます。

今後ともご指導を賜りますようよろしくお願いします。

厚生労働大臣　長妻　昭

　平成21年工業統計調査を12月31日現在で行います。
　調査の実施に当たっては、本年12月から来年１月にかけて調査員がお伺いします。
　なお、調査票に記入していただいた内容については、統計法に基づき秘密が厳守されますので、正確なご記入を
お願いします。

経済産業省・鹿児島県・喜界町

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ドに

つ
い
て

製造事業所の皆様へ

工業統計調査に御協力ください



上嘉鉄小の後輩からは握手攻めにあった

ライオンズの帽子をかぶって V サイン
（左が美沢選手、右は兄の拓朗さん）祖父、盛 義輝 さんのトラクターで夏植（小学校時、左）

高
校
時
代
（
前
か
ら
二
人
目
）

1�

　

２
０
０
９
年
プ
ロ
野
球

ド
ラ
フ
ト
会
議
は
10
月
29

日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
、
本
町
出
身
の

美
沢
将
選
手
が
埼
玉
西
武

か
ら
２
位
指
名
さ
れ
た
。

  
今
ド
ラ
フ
ト
最
大
の
注
目

選
手
で
６
球
団
が
１
位
指

名
し
た
菊
池
雄
星
投
手（
岩

手･
花
巻
東
高
）
は
抽
選

に
よ
り
同
球
団
が
交
渉
権

を
獲
得
。「
も
し
西
武
が
抽

選
を
外
し
て
い
た
ら
美
沢

君
の
１
位
指
名
も
あ
っ
た
」

（
岡
留
監
督
）
と
い
う
。

  

町
役
場
で
は
こ
の
＂超
ビ
ッ

グ
ニ
ュ
ー
ス
＂
を
受
け
、
す

か
さ
ず
行
政
無
線
で
全
島

に
速
報
。
翌
日
、
庁
舎
に

は
快
挙
を
祝
う
懸
垂
幕
が

掲
げ
ら
れ
た
。

　

歓
喜
冷
め
や
ら
ぬ
11
月

６
日
、
美
沢
選
手
は
岡
留

監
督
を
伴
っ
て
帰
郷
し
、

ま
ず
町
役
場
を
表
敬
訪
問

し
た
。
美
沢
選
手
は
「
ド

ラ
フ
ト
指
名
は
自
分
ひ
と

り
の
力
で
は
な
く
、
島
の

方
々
の
お
陰
。
早
く
一
軍

に
上
が
れ
る
よ
う
に
努
力

し
ま
す
」
と
感
謝
と
決
意

の
言
葉
を
述
べ
、
加
藤
啓

雄
町
長
は
「
町
民
一
同
喜

ん
で
お
り
、
後
輩
達
に
も

夢
を
与
え
て
く
れ
た
。
体

に
気
を
つ
け
て
プ
ロ
で
も

頑
張
っ
て
」
と
激
励
し
た
。

岡
留
監
督
は
「
練
習
法
や

起
用
法
に
一
度
も
グ
チ
を

こ
ぼ
し
た
こ
と
が
な
い
。

練
習
の
虫
で
、
ま
さ
に
野

球
の
申
し
子
。
美
沢
君
の

よ
う
な
選
手
を
預
か
り
光

栄
。
県
内
の
公
立
高
か
ら

県
内
の
大
学
に
進
み
、
プ

ロ
に
な
っ
た
こ
と
に
意
義

が
あ
る
。
体
幹
が
強
く
怪

我
も
な
い
。
素
材
は
一
流

の
選
手
に
も
負
け
な
い
の

で
期
待
で
き
る
」
と
話
し

た
。

  

次
に
、
恩
師
で
あ
る
久

保
正
樹
喜
高
野
球
部
監

督
が
合
流
し
て
母
校
で
あ

る
喜
界
高
校
を
訪
問
。
藤

𥔎
健
一
郎
校
長
と
の
懇
談

で
久
保
監
督
は
「
３
年
時

に
『
就
職
す
る
』
と
い
っ

て
い
た
が
、
喜
高
で
期
限

付
教
諭
を
し
て
い
た
岡
留

監
督
に
頼
み
、
第
一
工
大

の
夏
合
宿
に
預
け
た
。
最

初
は
付
い
て
い
け
ず
落
ち

込
ん
で
い
た
が
、
す
ぐ
に

自
信
を
持
ち
進
学
を
決
意

し
た
」
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
披
露
し
な
が
ら
「
不
平

不
満
な
く
、
脇
目
も
振
ら

ず
懸
命
に
練
習
し
て
い
た
。

＂一
途
＂
と
い
う
言
葉
は
彼

の
た
め
に
あ
る
。『
好
き
な

野
球
を
上
手
く
な
り
た
い
』

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
思
考

し
か
な
い
古
風
な
サ
ム
ラ

イ
」
と
美
沢
選
手
を
紹
介

し
た
。

　

同
校
で
は
全
校
生
徒
の

前
で
も
ド
ラ
フ
ト
指
名
を

報
告
。
生
徒
ら
は
一
躍
ヒ
ー

ロ
ー
と
な
っ
た
母
校
の
先

輩
に
「
ど
の
よ
う
に
練
習

し
た
ら
上
手
く
な
れ
ま
す

か
」「
彼
女
は
い
ま
す
か
」

な
ど
と
さ
か
ん
に
質
問
を

浴
び
せ
て
い
た
。

　

次
に
向
か
っ
た
の
は
第

二
中
と
上
嘉
鉄
小
。
い
ず

れ
の
母
校
で
も
校
庭
に
出

て
気
軽
に
記
念
撮
影
に
応

じ
、
特
に
上
嘉
鉄
小
で
は

「
本
物
の
美
沢
選
手
だ
」
と

興
奮
す
る
後
輩
ら
に
も
み

く
ち
ゃ
に
さ
れ
て
い

た
。
同
小
敷
地
内
の

上
嘉
鉄
幼
稚
園
で
も

幼
児
ら
を
一
人
ひ
と

り
抱
き
か
か
え
る
な

ど
し
た
。

　

同
日
夜
に
は
自
宅

で
祝
賀
会
を
開
催

し
、
翌
日
に
も
地
元

上
嘉
鉄
集
落
が
主
催
し
て

地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
激
励

会
を
開
催
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
「
お
祖
父

さ
ん
（
父
方
の
祖
父
、
新

太
郎
さ
ん
）
は
西
鉄
時

代
か
ら
大
の
ラ
イ
オ
ン
ズ

フ
ァ
ン
だ
っ
た
。
や
は
り

運
命
か
」「
お
祖
父
さ
ん

（
母
方
の
祖
父
、
盛
義
輝

さ
ん
）
の
農
作
業
を
い
つ

も
手
伝
っ
て
い
た
か
ら
体

が
鍛
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
」

な
ど
と
話
し
な
が
ら
、
わ

が
子
の
こ
と
の
よ
う
に
美

沢
選
手
の
快
挙
を
喜
ん
で

い
た
。

　

美
沢
選
手
は
そ
の
翌
日
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
再
開
す

べ
く
休
息
も
そ
こ
そ
こ
に
、

慌
た
だ
し
く
島
を
後
に
し

た
。

　このほど行われたプロ野球新人選択会議（ドラフト会
議）で埼玉西武ライオンズから２位指名された美沢将
選手（第一工大、喜界高卒、上嘉鉄出身）が11月６日、
所属する第一工業大学野球部の岡留浩紀監督とともに
帰郷した。美沢選手らは町役場や恩師である喜界高校
野球部の久保正樹監督を訪問してドラフト指名を報告。
母校である喜界高校を始め、上嘉鉄小学校や第二中学
校などで後輩らと交流した。また、地元上嘉鉄集落では
盛大な激励会もあった。

埼
玉
西
武
の
ス
カ
ウ
ト
か
ら
指
名
あ
い
さ
つ
を
受
け
る

（
南
海
日
日
新
聞
社
提
供
）

母校などを訪問、
地元上嘉鉄では盛大な激励会

シ
マ
ッ
チ
ュ
へ
ド
ラ
フ
ト
指
名
の
報
告
と
お
礼

美
沢 

凱
旋
帰
郷
！！

将
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喜界町の推計人口 社
協
だ
よ
り

税
で
創
る
、
あ
か
る
い
未
来

12
月
25
日
は

固
定
資
産
税
３
期
分

の
納
期
限
で
す
。

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

人
気
な
き
秋
日
に
澄
め
る
砂
浜
に
足

沈
ま
せ
て
歩
み
行
き
た
り林　

　

蓮
香

靴
も
な
き
大
地
を
し
か
と
踏
み
し
め

た
足
も
老
い
て
は
杖
に
す
が
れ
り

	

有
村　

道
子

昨
日
よ
り
今
日
の
歩
み
が
確
か
な
り

夕
陽
浴
び
つ
つ	

砂
浜
を
ゆ
く

	

平
尾　

チ
ヨ

祖う
や
ふ
じ先

と
我
と
テ
レ
ビ
の
家
族
か
や
独

り
の
部
屋
に
ス
イ
ッ
チ
入
れ
る

	

美
代　

イ
シ

学
び
舎
の
在
り
し
高
師
ヶ
浜
思
う
桜

貝
散
り
浜
辺
続
く

弥
島　

幸
子

す
ぎ
し
日
は
月
の
砂
浜
に
夜
も
す
が

ら
八
月
踊
り
の
輪
が
さ
ん
ざ
め
く

	

武
田　

幸
子

荒
磯
の
つ
づ
く
砂
浜
夕
暮
れ
て
浜
木

綿
の
花
吾
に
や
さ
し
き

嶺
倉　

祝
子

氏　
　
　

名

平
田　

も
と

田
中　

忠
美

髙
岡　

崎

村
上
ヨ
シ
子

樹
本
つ
ね
子

体
岡　

吉
章

坂
元　

ト
ヨ

生
駒　

ナ
ベ

原
口　

ウ
ツ

星
倉　

武
敏

年
齢

92
才

77
才

92
才

89
才

81
才

54
才

81
才

95
才

99
才

59
才

住

所

赤

連

志
戸
桶

嘉

鈍
湾

小
野
津

坂

嶺

赤

連

城

久

赤

連

浦

原

平
田　

幹
子

田
中　

雄
治

坂
元　

和
男

村
上　
　

清

金
江　

久
江

生
駒
す
み
子

赤

連

志

戸

桶

赤

連

湾

小

野

津

城

久

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

氏　
　
　

名

中
村　

大だ
い
ご胡

榮　
　

一い
ぶ
き颯

榮　
　

輝き
し
ょ
う翔

保
護
者

友

幸

健
太
郎   

優

太

住

所

小
野
津

赤

連
湾

住

所

志
戸
桶

中

里

氏　
　
　

名

東
園　

好
輝

泰
田　

智
美

（平成 21 年 12 月１日現在）

世 帯 数   ・・・・・ 3,734 戸 （ △ ４ ）

人 口   ・・・・・ 8,145 人 （ △ ３ ）

男   ・・・・・ 3,921 人 （ 　 １ ）

女   ・・・・・ 4,224 人 （ △ ４ ）

（　）は前月比

編

集

後

記

　

ド
ラ
フ
ト
指
名
の
報
告
と
お

礼
を
兼
ね
て
帰
郷
し
た
美
沢
将

選
手
。
い
ま
、
無
事
に
契
約
を

済
ま
せ
、
生
き
馬
の
目
を
抜
く

プ
ロ
の
世
界
に
漕
ぎ
出
し
た
。

　

今
回
の
帰
郷
で
、
島
か
ら
の

大
き
な
期
待
を
肌
で
感
じ
た
こ

と
だ
ろ
う
。「
島
へ
の
恩
返
し
」

を
口
に
す
る
美
沢
選
手
に
と
っ

て
、
少
な
か
ら
ず
重
圧
に
な
り

は
し
な
い
か
と
老
婆
心
な
が
ら

考
え
る
。
し
か
し
、
＂一
途
＂
と

い
う
武
器
が
あ
る
美
沢
選
手
に

と
っ
て
は
、
要
ら
ぬ
心
配
か
も

し
れ
な
い
。

　

そ
う
。
わ
れ
わ
れ
に
大
き
な

夢
と
元
気
を
与
え
て
く
れ
た
こ

と
で
、
も
う
充
分
に
＂
恩
返
し
＂

は
済
ん
だ
の
だ
。
あ
と
は
自
分

自
身
の
た
め
に
バ
ッ
ト
を
振
り
、

白
球
を
追
え
ば
い
い
。

「
美
沢
将
よ 

菊
池
雄
星
が
球
界

に
輝
く
星
と
な
る
な
ら
ば 

君

は
チ
ー
ム
を 

そ
し
て
サ
ム
ラ
イ

J
A
P
A
N
を 

勝
利
に
導
く

＂闘
将
＂と
な
れ
！
」    　
（
植
村
）

〈
萌　

葉　

会
〉

初
風
に
そ
そ
と
そ
よ
め
く
時
計
草
や

わ
ら
か
色
の
新
芽
や
さ
し
き

 

豊
島　
　

瞳

在
り
し
日
の
こ
と
を
想
え
ば
滲
む
空

日
々
に
薄
れ
る
君
の
移
り
香徳　

　

成
寿

　

本
町
短
歌
愛
好
者
の
広
が
り

を
目
指
し
「
萌
葉
（
も
え
ば
）
会
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
同
会
は
、
初

心
者
を
中
心
に
新
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
も
喜
界
歌

壇
に
ひ
ら
く
＂萌
え
る
若
葉
＂
に

な
り
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先

　
徳　
成
寿
☎ 

65
│

３
５
２
２

　
（
職
場
：
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

　
企
画
課
：
☎ 

65

│

１
１
１
１

　
（
内
線
23
、
植
村
）

※ 

本
誌
先
月
号
２
ペ
ー

ジ
最
下
段
の
３
行
目
、

55
億
２
９
１
３
万
１
千
円
は
、

60
億
８
４
５
８
万
１
千
円
の
誤
り

で
す
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

西
澤　

奈な

お央

東
崎　

瑛え

な菜

大
喜　

奏か
の
ん音

樋
口
か
の
ん

祐

治

朋

也

孝

紀

久

二

赤

連
湾

志
戸
桶

志
戸
桶
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11 －12
月

修理・調整もいたします。他店購入の方大歓迎！

メガネの彩光堂
■定	休	日　毎週水曜日（季節によっては営業します）
■営業時間　午前９時〜午後７時	
■中里２０１−１（深水レンタカー向い）☎６５−１

ヒトミ

３９
救 急

９

視 力 測 定 無 料 ! !

クロトンの雌花

▲クロトンの雄花

代表：前田	市雄（荒木）

1�

マレー半島やオセアニアの熱帯域が原産でトウダイグサ
科クロトン属の常緑低木。ヘンヨウボクの別名のとお

り、ツヤのある葉は色や形が様々で、色は赤、黄、緑など、
形状は広葉、細葉、長葉、らせん葉などがある。
　その変化に富んだ美しさかと、寒さを嫌うため冬場は室内
でも管理しづらいことから、内地では希少価値があり観葉植
物としての価値は高いという。いつ頃喜界島に入ってきたか
不明であるが、気候風土が合うのか屋外でも特に手入れなし
でよく育ち、他の南西諸島と比べてもその姿が目立つ。クロ
トンを扱う園芸業者にとっては “ 天国のような島 ” である。
以前、島からクロトンを出荷していたという。もし今、１ｍ

クロトン（変葉木）
以上生長させて出
荷すれば儲かるの
ではないかと、つ
い素人考えを起こ
してしまう。
　そんなクロトンも寒が入る頃、鮮やかな葉と
は対照的な花を、ひっそりと咲かせる。
　樹木と雌花は豊島サヨ子さん宅（川嶺）、雄
花は冨顕豊さん宅（浦原）にて。
　花ことばは「妖艶」「嬌艶」。花だけではなく
全体を指しての花ことばか。なるほど独特な妖
しさと、素朴さ愛嬌さが同居する不思議な植物
である。

福祉のお仕事 説明会
社会人・保護者・高校生・中学生どなたでもお気軽にお越し下さい

※
お
好
き
な
時
間
に
ど
う
ぞ
お
越
し
下
さ
い
。（
途
中
入
退
場
可
）

主催：�学校法人日章学園　奄美看護福祉専門学校
� （介護福祉学科）
後援：�喜界町、喜界町教育委員会、喜界町社会福祉

協議会、NPO法人ディ！あまみエフエム、
� 奄美テレビ放送株式会社、奄美新聞社、
� 南海日日新聞社

特設コーナー　
○フットバス体験コーナー	 ○保育の資格コーナー
○健康チェックコーナー	 ○介護の資格コーナー
○福祉のお仕事体験コーナー	 ○各種奨学金説明コーナー

★来場者全員にオリジナルボールペン進呈！　★来場後アンケートに協力していただいた方の中から抽選で健康グッズプレゼント！

日時

場所

平 成
21 年12月19日（土）19：30〜21：00

喜界町自然休養村

〜お問い合わせ先〜 0120-549181奄美看護福祉専門学校


